
（参考様式２）

２８．雪や災害に強く安全・安心・快適に暮らせるまちづくりの推進
平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 三条市

・安全な道路管理の推進に対する市民満足度を6.6%（H22）から8.5%（H29）に増加させる。
・雪寒対策の充実・強化に対する市民満足度を14.0%（H22）から18.5%（H29）に増加させる。
・生活道路の円滑な交通に対する市民満足度を14.7%（H22）から19.0％（H29）に増加させる。
【以下、参考目標】
・防犯体制の推進に対する市民満足度を14.5%（H22）から増加させる。

（H22当初） （H27末） （H29末）

－

9.5%

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

Ａ　道路事業
番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29 策定状況

28-A1 道路 雪寒 三条市 直接 － 市町村道 雪寒 三条市 336

28-A2 道路 雪寒 三条市 直接 － 市町村道 雪寒 三条市 28

28-A3 道路 雪寒 三条市 直接 － 市町村道 除雪 除雪　　　　L=201.0㎞ 三条市 75

28-A4 道路 雪寒 三条市 直接 － 市町村道 除雪（機械） 除雪機械　　　11台 三条市 117

28-A6 道路 一般 三条市 直接 － 市町村道 修繕 三条市 1,105 策定済

28-A7 道路 一般 三条市 直接 － 市町村道 修繕 三条市 9 策定済

28-A8 道路 一般 三条市 直接 － 市町村道 改築 三条市 174

28-A9 道路 一般 三条市 直接 － 市町村道 改築 三条市 46

28-A10 道路 一般 三条市 直接 － 市町村道 改築 三条市 22

28-A11 道路 一般 三条市 直接 － 市町村道 修繕 三条市 25

28-A12 道路 一般 三条市 直接 － 市町村道 改築 三条市 69

28-A13 道路 一般 三条市 直接 － 市町村道 改築 三条市 46

28-A14 道路 一般 三条市 直接 － 市町村道 改築 三条市 49

28-A16 道路 一般 三条市 直接 － 市町村道 改築 三条市 10

28-A17 道路 一般 三条市 直接 － 市町村道 改築 三条市 33

28-A18 道路 一般 三条市 直接 － 市町村道 点検 三条市 30

28-A19 道路 一般 三条市 直接 － 市町村道 改築 三条市 70

道路ストックの総点検 道路ストックの総点検
（1）岡野新田2号線 道路改良　　L=0.49Km

休憩施設整備事業 トイレ新築

道路改良　　L=0.50Km（2）桑切楢山線

（1）大島164号線 道路改良　　L=0.65Km

道路改良　　L=0.92Km

（2）森町中浦線 道路改良　　L=0.56Km

（1）西大崎西本成寺線ほか 小型ｶﾙﾊﾞｰﾄ修繕 L=0.15km

（1）鱈田川右岸線

【参考指標】

照明灯修繕　N=12基

（他）帯織２２号線 消雪パイプ　L=0.85㎞
（1）下谷地柳場新田線ほか

舗装修繕　L=15.4km（1）新保裏館線ほか

（1）嵐北４４３号線ほか

（他）五十嵐川左岸堤防線ほか

消雪パイプ　L=6.4㎞

Ｂ Ｃ

交付対象事業

2,321

要素となる事業名

市民満足度調査における「生活道路の円滑な交通」の設問に対し、「満足」または「やや満足」と回答した市民の割合。

基幹事業と連動した効果促進事業
に対する参考指標

18.5%

市民満足度調査における「防犯体制の推進」の設問に対し、「満足」または「やや満足」と回答した市民の割合。 14.5%

市民満足度調査における「雪寒対策の充実・強化」の設問に対し、「満足」または「やや満足」と回答した市民の割合。

－ 増加

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

存施設の計画的な修繕、更新と生活道路の整備推進により円滑な道路ネットワークの構築、信頼性の向上を図るとともに犯罪等を防止する基盤整備を行い、雪や災害に強く安全・安心・快適に暮らせる地域を形成する

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

2,579
Ａ

12 246

基幹事業に対する指標

14.0%

　　定量的指標の定義及び算定式

事業者
省略
工種

当初現況値

市民満足度調査における「安全な道路管理の推進」の設問に対し、「満足」または「やや満足」と回答した市民の割合。 6.6%

14.7%

定量的指標の現況値及び目標値
最終目標値

全体事業費

（2）森町院内線

道路改良　　L=1.30Km

（他）敦田西潟成町線ほか 道路改良　　L=0.70Km

（2）柳場白山線 道路改良　　L=1.00Km

平成29年3月15日

市町村名

（1）新保裏館線ほか

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

中間目標値

社会資本総合整備計画（活力創出基盤整備）
計画の名称
計画の期間 交付対象

重点計画の該当

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
Ｄ

0

備考

19.0%

－ 8.5%

－



28-A20 道路 一般 三条市 直接 － 市町村道 交安 三条市 6

28-A21 道路 一般 三条市 直接 － 市町村道 改築 三条市 20

28-A22 道路 一般 三条市 直接 － 市町村道 交安 三条市 30

28-A23 道路 雪寒 三条市 間接 地元消雪管理組合 市町村道 雪寒 三条市 21

合計 2,321

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

28-B1 道路 一般 三条市 直接 12
合計 12

番号 備考

1-B1

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

28-C1 道路 一般 三条市 直接 － 防犯灯整備事業 防犯灯　100基 三条市 4

28-C2 道路 一般 三条市 直接 － 調整池整備　N=1基 三条市 208

28-C3 道路 一般 三条市 間接 地元消雪管理組合 消雪パイプ整備支援事業 三条市 34
合計 246

番号 備考

28-C1 道路事業（28-A13、28-A14）と一体的に防犯灯を整備することにより、夜間の道路を利用する歩行者等の安全・安心の確保を図る。

28-C2 大島164号線の整備と合わせて調整池を整備することにより、災害時の基幹交通網の確保を図る。

28-C3 新保裏館線ほか消雪パイプの打換え等と合わせて地区住民の消雪パイプ整備を支援することによって、降雪時の交通の確保を図る。

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

番号 備考

（他）下組本地線 道路改良　　L=0.25Km

（他）田巻床屋脇通り線 橋梁架替　　N=1橋

（他）新幹線停車場線 交差点改良

トイレ修繕公園

（他）嵐北516号線ほか 消雪パイプ整備支援　L=0.96km

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容

番号 事業者
省略

要素となる事業名
事業内容

市町村名
港湾・地区名工種

都市公園施設整備事業（災害避難場所）

市町村名
港湾・地区名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

三条市

一体的に実施することにより期待される効果

工種 （延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）
事業内容

市町村名
全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）

一体的に実施することにより期待される効果

消雪パイプ整備支援　L=1.52km

（面積等）

効果促進

須頃地区冠水対策事業効果促進

防犯灯

道路事業（14-A1）と一体的に整備することにより、三条市嵐南地区における災害時の避難場所としての機能強化を図る。

全体事業費
（百万円）



交付金の執行状況
（単位：百万円）

未契約繰越＋不用率が10％を超え
ている場合その理由

- - -

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 1.0% 6.7%

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0

うち未契約繰越額
（g）

0 4 38

翌年度繰越額
（f）

0 103 205

支払済額
（e）

246 281 362

前年度からの繰越額
（d）

0 0 103

交付額
（c=a+b）

246 384 464

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 0

配分額
（a）

246 384 464

H25 H26 H27 H28 H29



（参考様式３）

（参考図面）活力創出基盤整備

計画の名称 28 雪や災害に強く安全・安心・快適に暮らせるまちづくりの推進

計画の期間 平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 三条市交付対象



別紙－１

計画の名称：28.雪や災害に強く安全・安心・快適に暮らせるまちづくりの推進　　

事業主体名：三条市　　　　　　　　　　　　

チェック欄

　・上位計画との整合性が確保されている。 ○

　・地域の課題を踏まえた整備計画の目標が設定されている。 ○

　・計画の目標と定量的指標が整合している。 ○

　・定量的指標がわかりやすい内容になっている。 ○

　・計画の目標と事業内容が整合している。 ○

　・事業の効果の見込みが妥当である。 ○

　・住民等の合意形成が図られている。 ○

　・住民等の活動や関連事業等と連携している。 －

②地元の機運（住民、民間等の活動・関連事業との連携等による事業効果発現の確実性）

事前評価チェックシート

I.目標の妥当性

①上位計画等との整合性

②地域の課題への対応（地域課題と整備計画の目標の適合性）

Ⅱ.計画の効果・効率性

①整備計画の目標と定量的指標の整合性

②定量的指標の明瞭性

③目標と事業内容の整合性

④事業効果（要素事業の相乗効果等）の見込みの妥当性

Ⅲ.計画の実現可能性

①円滑な事業執行の環境（事業熟度、住民等の合意形成を踏まえた事業実施の確実性）
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